
今回の遊文通信は…
　⃝��遊文舎とともに成長してきた 30年�

定年を迎える坂根部長に聞く

　　　坂根部長、本当におつかれさまでし
た。定年まであと 2 カ月に迫って、今
の率直な感想をお聞かせください。
坂�根　管理職になって 20年近くやってき
たわけなので、重責から解放される意味
でほっとしているところがありますね。
管理職としてだけでなくプレイングマネ
ジャーとしても第一線で並行してやって
きて、常に数字に対する緊張感を保って
やってきました。それなりに結果を残せ
た自負もあります。その張り詰めたとこ
ろが無くなることが寂しいこともありま
すが、それよりも今は何故か安堵感の方
が大きいのが実感です。

　　　なるほど。私たちは今まさに緊張感
の真っただ中ですが、お気持ちわかる気
がします。遊文舎との出合い、どのよう
なきっかけで遊文舎に入社されたのか、
経緯を教えてください。
坂�根　もともと私は別の印刷会社で、印刷
のオペレーターとか製本とか現場を 10
年やっていましたが、人好きのする性格
だったこともあり、営業のほうに興味が
ありました。その会社は媒体としてチラ
シしか扱ってなかったんで、将来の事も
考えて別の媒体とか扱ってる印刷会社で
営業にチャレンジしてみたい、結果を肌
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で感じたい、そんな仕事がしたいと思い
ました。

　�　で、求人誌などで探していたところ、
当時、木原印刷という社名だったんです
けど目に留まって。当時、まだ珍しかっ
た週休 2 日制に取り組んでいて、工程
管理とかも割としっかりしていそうだし、
先代の会長とか専務とかもアットホーム
な感じで、いろいろ面接うけた中で、こ
この会社かなって思いました。当時、社
員も 25人いるかいないかぐらいだった
んですが、まだまだ伸びそうな雰囲気も
あってやるならこの会社かなって思いま
した。もう 30年以上前の話です。

　　　そうですか。入社されていろいろ営
業の経験された中で、お客様と坂根部長
は本当にすごく良好な関係を築かれてい
たと思うんですけど、それを維持するた
めに特に気を付けていたこととかってい
うのはありますか。

坂�根　基本的にはお客様のご要望に応える
ように。それが金額なのか、デザイン・
品質なのか、また果たして他の提案なの
かに応えられるように、いろいろ考えて
顧客目線、お客様の仕事に興味を持って
誠実にやってきたかなとは思いますね。
当たり前の事ですけど、30 年前って印
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刷の仕事の種類は山ほどあったんで、自
分のようなスタイルの営業パーソンは少
なかったように思います。当時の営業は
手配師みたいな人がほとんどでしたね。
その提案スタイルを求めてくださるお客
様に多く恵まれた。木原印刷はそういう
お客様と多くの縁をもっていたという事
も言えますね。できないことはできない
と、できることはできると、いずれにし
ても全力投球、そんな感じで。

　　　なるほど。「正直に誠実に」っていう。
坂�根　「正直に誠実に」っていうのは、長い
ことやってたら、それが一番重要だと思
いますね。変に駆け引きしたりとか、そ
ういうことよりも。僕らの仕事ってお客
様と担当者って何十年の付き合いになる
じゃないですか。大手さんのように3年
位で担当がころころ変わるわけじゃない。
その分ごまかしが利かないのでいい加減
さっていうのは必ず見抜かれると思いま
す。そこは後進の皆に伝えたいですね。

　　　われわれの仕事は完成された商品を
売るのではなく、形のないものをお客様
と一緒に創ってゆく部分が大きいので、
単純な好き嫌い、合う合わないも含めて
その部分はとても大事ですね。
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『遊文通信』をいつもご愛読いただき誠にありがとうございます。遊文舎の営業部長、坂根隆志
が 2022 年 2月 20日をもって定年退職となります。遊文舎の販売チャネルは大阪本社、東京支
店（水道橋）、インターネット（.comサイト・コーポレートサイト）、東京多摩地区（グループ
会社DAI プランニング）、京都（グループ会社双林）の 5拠点です。そのすべてを統括し、全体
として収益化するという営業部長のミッション、その重責を長年担ってくれました。後輩にあた
る大阪本社営業メンバーが、坂根部長の経験知を教訓化すべくインタビューしました。
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坂�根　自社の強みとかもありますけどね。
ゼロ回答ではなく、それプラスアルファ。
何ていうか、「もうできません」とは言
わないような。何とかいろいろ考えて提
案するように。そうしたら、お客様にも
やっぱり伝わると思います。お客様に役
に立つことと、会社に利益を残すこと、
この両立が果たせた時が一番やりがいを
感じる時ですね。

　　　やりがいを感じる瞬間、わかります。
逆に印象に残る大きな失敗談とかはあり
ますか。
坂�根　この仕事は一つひとつがオリジナル
工程ですので、失敗談は結構あるんです
けど。今でも一番印象に残ってるのが、
200 ページぐらいの冊子を 1 万 3500
冊納品したことがありまして。実際、
10 トントラックぐらいで納品に行った
んですけど。そこで、表紙に PP 加工が
されてないっていうのが判明しまして、
お客様が「こんなんは受け取れない」と
いうことで、そのままトラックを木原印
刷へ戻してくれっていう話があったんで
す。会社も戻ってきても、荷物置かれへ
んみたいなことになって、その荷物をど
こへやったらいいのかっていうので、右
往左往。
　�　その表紙を、もう一度、印刷・加工し
直して、表紙だけ付け替えてやる作業を、
短納期でどうしてもやらないといけない。
いろんな製本会社に何社も電話したりし
て、もうバタバタ、お願いしたんですけ
ど、断られるわね、時間ないから。結局、
本当に昔からお付き合いある製本会社の
社長が「何とかしたる」っていう話で。
それは木原会長を通して話していただい
て、短時間で何とか間に合わせてもらっ
て何とかなったという。これが今でも忘
れられへん失敗で、一番青ざめた。20
年前位かな。
　�　多くの工程で関わる人が多くいて、そ
のほんの一か所でもミスがあると場合に
よっては大変なことになる。紙製品なの
で、作り直しは大損害につながる。仕事
は当然完璧を目指すけど、万一ミスが発
覚した際に、それをある程度ご理解いた
だけるお客様との信頼関係、助けてくれ
る仲間との関係性を普段から意識してお
かないと長くやっていけない仕事だと思
います。

　　　　デジタル技術が進化しても製造工
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程のイノベーションが進んでも、アナロ
グのつながりが一番大事ですよね。お客
様の頭の中のご要望を形にするわけです
から、そこはデジタル化できないですよ
ね。そこで、坂根部長から見て、この印
刷業界の現在から今後の変化っていうの
はどのように感じられていますか。特に、
今アフターコロナが変化に加速をつけて
いるように感じますが。

坂�根　私も遊文舎で 30 年、その前も 10
年ぐらいずっと印刷業界でやってきてる
わけで、世の中の動きに、情報産業なん
で敏感に反応して、業態がそれに合わせ
て変わってきてるっていうのはすごく感
じてきましたし、アナログがデジタルに
なったところも体験しています。その間、
付いていけない印刷会社なんかはつぶれ
たりとか、製版会社とか、自身の工程そ
のものがなくなったりした業界もたくさ
んありますよね。

　�　コロナで大きな変化とかDXとか言い
ますが、デジタル化っていうのは 20年
以上前から進みだして、例えばWEBチ
ラシとか電子教材なんてのも昔からずっ
とあったわけで。もし紙媒体の優位性が
そもそもないなら、コロナに関係なくと
っくに印刷産業は成立しなくなっていた
わけでしょう？　コロナで紙が無くなる
というような極論は、参考程度に聞いと
けばいいんじゃないかと思います。重要
なのは、お客様のニーズ。そのまた先の
お客様のニーズ。あくまでも情報伝達の
最適化がもとめられるので、それが紙で
あろうと電子であろうと、世の中の最先
端に常にキャッチアップすることではな
いかなと思います。

　�　そういう局面に、遊文舎は割とアンテ
ナをずっと常に張って、早め早めに対応
して変化に付いてきたと思いますけどね。
今、どんどんもうネット社会になって、
いろんな印刷物、印刷媒体も減ったりし
てますけど、違う形で残るのは残ります
し、アプリや媒体とかにも遊文舎は取り
組んでるんで、今後もそういうのをアン
テナ張ってうまくやっていけたらいいか
な、と思いますけどね。

　　　なるほど。その延長で、今後の遊文
舎について、もう少し具体的に、坂根部
長から見てどうなっていくと考えておら
れますか？

坂�根　今もちょっと言ったように、そうい
う変化に付いていくんじゃないかってい
う気はしますね。例えば新規開拓なども、
3年前からMA（マーケティングオート
メーション＝ AI を活用したWEB 上の
自動集客システム）を活用した集客に本
格的に取り組んで、営業が昔は飛び込み
やったり、ビラ配ったりしてましたけど、
もうネットでほとんど集客の形ができて
きてる。そういうのも、全然、正解です
よね。それに伴って営業のスタンスって
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いうのが変わってきている。問い合わせ
が来た案件を、確実に仕事として取って
いくみたいな営業力も、今後もっと要る
だろうし、そういう形にはなっていって
ると思いますね。新規の集客は効率よく
WEB で、そこのクロージングと既存深
耕を営業パーソンでと、バランスの良い
フォーメーションになっていて、現に売
り上げも伸びてる、客数も増えてる。大
枠の方針は今の踏襲でいいんじゃないか
と思います。

　�　今、営業や各現場も、若手が結構増え
てきて、若返りというか世代交代になっ
てきてるんですけど、その人らが成長す
るのと一緒に、同時に、人が育ったら会
社自体も必ず育って、売り上げも伸びて
いくと思うんです。だから、社員と一緒
に成長していける会社じゃないかなと、
そのように思います。

　　　ありがとうございます。じゃ、最後
に、この『遊文通信』の読者の皆さまに、
メッセージがあれば、お願いします。

坂�根　私が担当させていただいてない得意
先様も多々ありますけど、いつも遊文舎
をごひいきいただいてありがとうござい
ます。長い間、いろいろ担当させていた
だきましたが、本当に、お客様のみなさ
んのおかげで定年を無事に迎えることが
できました。もちろん、スタッフのみん
なにも感謝したいですし、もうすべて感
謝の一言でしかありません。

　�　私も、また別の形で遊文舎と共に仕事
をやっていきますので、一緒に発展でき
たらなと思います。また、お客様の発展
と同時に遊文舎もそれに付いていきます
ので、今後も変わりなく、お付き合いい
ただけたらと思います。

　　　ありがとうございました。本当に長
い間お疲れ様でした。これからもよろし
くお願いします。

坂�根　ありがとうございます。
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坂根隆志は定年退職後も遊文舎の顧問として後進の育
成にあたります。一部のお客様の法人営業も引き続き
担当いたします。並行して、将来の自身の夢に向かっ
て新事業に取り組みます。坂根隆志と遊文舎を今後と
もどうぞよろしくお願い申し上げます。
� （遊文舎営業チーム一同）

▲ �インタビュー風景�
左から、業務部長 西澤、営業部マネージャー 和田

▼ �大阪本社、企画営業部メンバー


